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z、

十

全

大

会

の

核

心

と

深

層

王

洪

文

報

告

に
、

林

膨

異

変

の

ナ

ゾ

に

大

き

な

示

唆

を

与

え

る

と

思

わ

れ

る
H

衝

撃

的

手

が

か

り
H

を

見

る

本t

劉
少
奇
は 、
敵に
投
降
し
た
者
や
変
節
者
を
か
か
え
こ
み 、

一
群の
裏
切
り

者 、
特
務 、
資
本
主
慈
の
道
を
歩
む
実
権
派
を

か
き
あつ
め
て
き
た 。
彼
ら
は 、
自
分
た
ち
の
反
革
命の
政
治

的
経
験
を
ひ
た
か
く
L
に
し 、
互
い
に
か
ば
い
あ
い 、
グ
ル
に

なっ
て
慾
棋
を
は
た
ら
き 、
党
と
国
家の
派
妥ポ
ス
ト

を
か
す

め
と
り 、

中
央
か
ら
地
方に
い
た
る
ま
で
の
多
く
の
単
位
の
指

摘岬権
を
に
寄
り 、

地
下の
プ
ル
ジ
g

ア
階
級
司
令
部
をつ
くっ

て 、
毛
主
席
を
は
じ
め
と
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
階
級司
令
部
に

た
て
つ
い
た
の
で
あ
る 。

／ 

中ま

14郎
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2雄ぉ

：・
毛
主
席に
反
対
し 、
毛
沢
東
恩
怨に
反
対
す
る
者
が
い

れ
ば 、
そ
れ
が
誰
で
あ
ろ
う
と 、
全
党
こ
ぞっ
て
こ
れ
を
糾
蛸

し 、
全
同
を
あ
げ
て
こ
れ
を
討
伐
す
る
の
で
あ
る
（
九
金
大
会

政
治
報
告 、
傍
点
引
用
者〉 。

周
恩

来｜l
林
彪
ら
の
お
し
す
す
め
た
反
革
命
の
修
正
主
義
路
線の
本

賀 、
彼
ら
が
お
こ
し
た
反
革
命
武
装ク
ー

デ
タ
ー

の
罪必
的
な

ね
ら
い
は 、
党
と
関
家
の
最
高
総
力
を
のっ
と
り 、

九
全
大
会の

路
線に
完
全
に
そ
む
き 、
社
会
主
裳の
会
歴
史
的
段
階
に
お
け

十全大会の核心と深層　特集周恩来時代の試煉　『自由』11月号-1973.11.00
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る党の基本路総と政策を絞底から変え、マルクス・νl

zy
主義の中国共産党を修正主義のフγッショ
党に
変

え、
プロレタリア階級独政をくつがえし、
資本主援を

復活させることにある。
：：：
林彪反党集団の酬明滅は、

党内の二つの路線の闘争が終結したことを
意
味
し
な

い
ハ
十
全
大
会
政
治
報
告 、
傍
点
引
用
者
三

会

食

品H

王
洪

文｜｜路線にかかわること、
大局にかかわることで
あれ

ば 、
兵の
共
底
党
員
は
公
に
つ
く
す
心
を
い
だ
い
て 、
免
職
を

おそれず、
党からの除名をおそれず、
入獄をおそれず、

殺害をおそれず、
離婚をおそれず、
敢然と潮流にさか

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
〈
十
全
大
会
党
規
約
改
正
報
告 、
傍

点
引
用
者〉。

プ
ロ
ロ
ー
グ

国
際政治の
著しい
多極化と
相互
促進の
関係を結んで
打ち
出

さ
れつつ
ある
中間の
当
面の
対
外目
標にかん
してい
えば、
今日

ほ
ど、
その
行動のパ
ターン
を
予測するこ
とが
容易な
時
期は
な

い
で
あろ
う。
だが、
外交と
内政との
拾抗関係が
きわめて
顕
著

li－－iU
i－－ji－－ji－－’l
ili－－：iili－－一
で
あるは
ずの
中国

、
111dF

中傷
嶺雄

一
ト島
内企
忌国V
一
九三六年長野県生れ
一
の
圏内政治の
動
向

一
食
可
刊 －j
4，
東
京
大
学
大
学
院
卒
業
国
一

つ
間
伊二
一－a
際関係論・現代中凶史
専…
につ
い
ては、
今日

国F
h円J
プht
攻
近榊什「現代わ同諭」

…
GP
特rh証
明
「中銅像の検証」
「中間
一
ほ
ど不
分明で
予
測

一
aft
－＼

をみつめて」
ぼか

し
しがたい
時期は
な

ぃ。
やがて
来たるで
告のろう
「
毛沢東以
後」
の
中間
に
つ
い
て

は、
すでに
様々
な
観測が
あり、
毛沢東の
死がもたらすで
あろ

うインパ
ク
トにつ
い
て
も、
それなりの
街喰緩和装院が
外部位

界の
側に
準備さ
れつつ
ある
とはい
え
「毛沢東以
後」
の
中閣を

確固として
展望
するこ
とは、
今回、
ほ
とんど不可能で
ある。

その
本
質的な
理由は、
誰の
自に
も明らかで
あるよ
うに、
中国

はい
ま
や一
つ
の
歴史的時
代の
終りに
近づ
きつつ
あるに
もかか

わらず、
一
九六0年代
後半か
ら始まっ
たこの
歴史的な
転換期

にお
ける
中間
自身のリーダ
ーシy
プ
と政策が
あま
りに
も流動

的で
あり
すぎ、
あま
りに
も
多くの
矛
盾とナゾにおお
わ
れてい

すぎる
点に
求め
られよ
う。
こ
の
流動性と矛
盾とナゾ
とは、
私

がここ
で
分
析を
試みよ
うとする
中国共
産党第十例
全国代表大

会ハ十金大会〉
を一
貫して
規定する
とこ
ろの
もの
でも
あ
る
の

だ。

極

秘

複

に

聞

か

れ

た

＋

全

大

会

北
京で
再び
なにか
市大な政治的変化が
進んでい
るのでは
な

いか、
九年
近い
空白のの
ちに
全
国人民代表大
会がい
よい
よ
聞

か
れるのでは
ない
か、
新しい
党大
会が
聞か
れてい
るのでは
な

いか、
といっ
た
観測が
飛び
交うなかで、
去る八月二
十四
日か

ら二
十八日まで
北京で
極秘裡に
聞か
れたこ
とが
事
後公表され

た
ト全大会は、
小同共産党史ヒに
も
前例の
ない
特集な大会で

あっ
た。
大
会が五日間とい
う短期間の
うちにお
わ
り（悶みに



20 

川
一
九
五
六
年の
八
全
大
会
は
十ご
百
問 、
五
八
年の
八
全
大
会
第
二
回
会
議
は

削
二
十
四
日
間 、
六
九
年の
九
金
大
会
は
同
じ
く
二
十
四
日
間〉

、
今
日
の
よ

ー
うに、
北
京駐在の
外国特派員や
在
外公
館が
多く、
また、
ここ

川
一、
二
カ
月、
この
問題で一
斉に
視線が
注が
れてい
たに
もかか

川
わ
らず、
それらのウォッ
チャ
ー
た
ちにまっ
たく
気づ
か
れない

川
まま、
千二
百四
十九
名にの
ぼる
中国の
各級代表を一
堂に
会さ

川
せ、・
大
会を極秘
裡に
すませて
事
後公表した
とい
う
外面的な事

川
実だ
けをとっ
て
も、
そこ
にナゾ
を
感じ
ない
者は
少ない
で
あろ

川
う。
こ
うして、
およ
そ
近代国家の
首都にお
ける
公的な政
治
行

川
事として
は、
常識的な予
想をはみ
だ
す事
実がい
とも
当然のこ

川
とのよ
うに
進
行したの
だが、
こ
のよ
うな
党大
会が
北
京の
どこ

川
で
聞か
れたのかにつ
いて
も、
それを
明確に
判定する
根拠は
な

川
い。
新華社が
流した
大
会の
光景を
伝える
写
真か
らすれば、
中

山
南
海の
必需断の
地u
に
そのよ
うな
場が
ない
か
ぎり、
あの
人民

大会堂で
あろ
うこ
とは
明らかだが、
だ
とすれば、
大
会代表は

川
どのよ
うなかた
ちで、
どのよ
うな経路で
そこ
に
集結したので

川
あろ
うか。
もとよ
り、
このよ
うなミス
テリ
ー
を
解くのがここ

川
での
課題で
あろ
うは
ずは
ない
が、
あえて
そのヒン
ト
を
求める

川
ならば、
最近の
中国で、
そして
また十
全大
会の
周
恩来政治報

川
告で
も
強調さ
れてい
るスロ
ーガン
｜｜「
深く地下
道を掘り、

川
い
たる
とこ
ろで
食糧を
貯え、
朝
椴を
求め
ない」
の
なかに、
そ

ー
れは
求め
られるのか
もしれない。
ここ
で、
北
京の
地
下道や地

川
下
施
設の
最近の
注
目すべ
き
建設ぶ
りにつ
いて
は、
すでに
多く

十全大会ρ核心と深周
J円

／ 

の
報
告や
情報が
あるとこ
ろで
ある。

代
表選出の
窓
意性と
機密性

さて、
十
全大会の
新聞
公報は、
「『団
結の
大会、
勝利の
大会に

しよ
う』とい
う
毛主
席のよびか
けを、
政治、－
思
想、
組織の
面か

ら、
りっ
ぱに
実現した」
と総括した
九全大会の
新聞
公報（六九

年四月二十四日付〉
同様に、
「今回の
大会は、
団
結
の
大会、

勝
利の
大
会、
生気はつ
らつ
とした
大会で
あっ
た」
と
強調して

い
る。
だが、
もし
もそのよ
うな大会で
あっ
た
の
な
ら、
そし

て、
わが
国の
多くの
新聞
解説が
試み
たよ
うに、
毛沢東・
周
恩

来体制の
ゆる
ぎな
き安定と新しいリーダ
ーシッ
プの
順調な形

成が
そこ
に
見られるの
なら、
今日の
中聞を
錨っ
て
外面的に
宕

取される
諸々
の
状況に
照して
も、
大
会を
通例どお
り聞くか、

少な
くとも九金大会程度の
予
告と
中間報
告が
ある
べ
き
で
あ

り、
むし
ろ
そのこ
とによっ
てこ
そ「団結の
大
会、
勝利の
大会」

とい
う
印象をよ
り広
範に
与え
得るは
ずで
あるこ
とは
言を
侠た

ない。
それなのに
なぜこのよ
うなかた
ちの
大会に
な
っ
た
の

か、
とい
う当然の
疑問が、
ここ
でま
ず
先に
残されるこ
とはい

うまで
もない。
この
疑問は、
十全大会の
準備
状況を九全大会

と比較した
ときよ
り
明白に
なるで
あろ
う。
九全大
会は、
文化

大
革命
収拾段階の
流動的な情勢の
なかで
党再建を課題に
単備

が
すすめ
られ、
すでに
六七
年段階か
ら様々
な措置が
講ぜられ

て
き
て
い
た〈
毛沢
東
「第
八
期
十一
中
全会
閉
幕
式で
の
講話」
ほ
か 、
参
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熊〉。
そうしたなか
で
党中央と中央文
革小組は
大
会成
功の
絶

対
的保証を求め
るために、
各省・
市・
自
治区革
命委員会ほか

の
各組織に
たい
し
「
九全大
会の
召
集につ
いての
意見聴聞にか

ん
する
通
知」
（六七年十一
月二十七日〉
を
出し、
やがて
六八
年

十月の
十二
中
全会で
は
新党規約
草案にかん
する
決定を
見、
六

九年
元旦の三
紙
誌共同
社説「
毛沢東思想で
すべ
て
を
統
率しよ

う」、
同三
月十四
日
付『紅旗』〈第一－一・
四合併号）
社説「
経
験の

総括につ
い
て」
などに
合
意された
手順を
踏ん
で
六九年四
月、

五八
年
の八
金大会第二
凶
会議以
来十一
年ぶ
りに
開催された大

会
で
あ
っ
た
（こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
釧
稿
「
文
化
大

革命
と
九

金
大
会」 、
ア
ジ
ア
調
査
会
綴
『
中
国
総
覧』
一
九
七一
年
版 、
参
照〉 。

この
ような
拾
舵は、
九全大
会の
構成その
もの
が、
当
時
の

毛・
林指導部へ
の
忠誠を
前提とし
た
代表か
ら成る
以
外に
あり

得ないこ
とを
保証するための
恨前工
作で
あり、
こ
のよ
うな
工

作を通じて
千五百十二
名の
代表が
集まっ
たの
で
あるが、
九
全

大会の
場合は、
ともか
くも各級
革
命委員会で
党員
代表大会が

聞か
れてい
る
事
実も
報ぜ
られる
など、
その
単備のプロ
セス
は

比
較的透視可能なもの
で
あっ
た。

こ
のよ
うな
事
実と比較し
た
とき、
今大会までに
は、
た
とえ

ば、
今大
会の一
つ
の
基調となっ
た
毛沢東の
「三
要三
不
要」
ス

ロ
ーガン
すなわち
「マ
ル
クス
主
義をやるので
あっ
て
修正主
義

を
やっ
て
は
ならない、
団
結するの
で
あっ
て
分裂しては
ならな

い、
公
明正大で
あっ
て
陰
謀術策をめ
ぐ
らしては
な
らない」
を

it 総

主援して、
先の『
紅旗』
社説「経験の
総括につ
いて」
を思わせる

役
割
を
担っ
た
論
文
（『
紅
旗』
七
三
年
第
六
号
巻
頭の
窓
凪
署
名
論
文
「
経

験を総括するなかから学ぼう」〉
など
も
出はじめ
てはい
たが、
全

般的には、
今大
会にい
たる政治過程の不
可視性は
論
議の
余地

な
きとこ
ろで
ある。
一
方で、
大
会代表数が
九金大会に
較べ
二

百六十三
名も
減
少してい
るの
も、
最近の
中国共
産党員数が二

千
八
百
万
に
ま
で
別
え－
て
い
る
事
史
ハ『
北
京
周
綴』
一
九
七
三
年
第
三
十

七号の記事による〉
に
照して不自然で
あるばか
りか、
代表の
選

出方法その
もの
も「
広
範に
民主を
発揚し、
代表候補者を
繰り

返し検討、

協議し、
代表候補者所在の
地
区あるい
は
単位の
党

内外の
大衆か
ら窓見を
求め
たうえで、
最後に
千二
百四
十九名

の
代表を
選出した」ハ十金大会新附公報）
との
表
現が示
す
よ
う

に、
その
被選出母体さえ不明で
あり、
選出者の
怒意性と機
密

性がここに
も示されているとい
わねば
なるまい。

「
林彪の
遺体を
利用して」

以上の
諸事
実はい
ずれも、
現象面の
事柄に
あるい
は
属する

の
で
あろ
うが、
内容的に
も十金大会が
即興例の
大
会
で
あっ
た

こ
とは
明白で
ある。
政治報告、
党規約
改正
報告と
党
規
約
改

正、
新たな
中央リーダ
ーシッ
プの選出とい
う
議題は
九全大会

と同じだが、
従来の
H
健全なH
党大会が、
こ
れらの
議題のほ

かに、
国
民経
済
発展の
ための
報告や段業
発展
綱
要などにつ
い

ての
説明、
閤
際共産主
義運動の
諸問題につ
い
ての
報告を合ん
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酬
でい
たこ
とにつ
いては
あえてこ
こ
では
想起し
ないに
して
も、

川
歴
史的に
も、
ま
た
巾同を
とりま
く同
際
環肢の
変化か
らして
も

川
重
要な
転換期に
あるは
ずの
中
聞が
当面
する経
済建設の
基本
方

川
針や、
米中接近以
来の
対
外関係の
坑大な
変化など、
もっ
とも

川
基
本的な
垂
要課題につ
いて、
全面的に
問
題が
提示され、
様々

…
な
検討が
加えられ、
理論
的総
括が
なされるとい
う
党大
会本
来

”
の
あるべ
き姿と、
それは
大
きく
議
離してい
た。
しか
も、
周
恩

川
来政治報
告も、
王洪
文の
党規約
改正報
告も、
たとえば
林彪の

川
政
治報告に
絞べ
てさえ、
文
畳も
きわめて
短かく、
内容も
系統

川
だっ
た
もの
だ
とはいい
がたい。
いかに
も、
「
急ご
し
らえ」
の

川
感は
ぬぐえないので
ある。

川

こ
のよ
うな
十全大会は、
すでに
周
知のよ
うに、
林彪
処断と

川
対ソ
非難
を全党を
あげておこ
なっ
た壮
烈な一
大
儀式の
観を呈

川
し
たので
あり、
九全大会路線か
ら
林彪色を一
掃して、
林彪
呉

川
変以
来の
最
高指
務部にお
ける
人事的な
空白を一
挙に
埋め、
哲

川
定的かつ
過
渡的な
終問指
母体
制を形成したもので
あっ
た。
そ

川
の
状況は、
ま
さに、
『ニュ
ーズ・
ウ
ィ
ー
ク』
誌（一
九七三年

川
七月三十日号〉
が
大
会に
先立っ
てつ
とに
予測し
てい
たよ
うに、

川
「
北
京の
指
部者は、
林彪の
遺体を利用して、
統一
へ
の
歩みに

川
全
力をそそいで
ゆくで
あろ
う」といっ
た
起きだっ
たので
ある。

十全大会の核心c深層

毛

沢

東

が

吐

露

し

た

心

境

こ
のよ
うに
見てくると、
十金大
会が
果たして、
「
十分な
地

． － 

備をととの
えた」
ハ新聞公報）
もので
あっ
たのかど
う
か
に
つ

いて
も
懐疑せ
ざる
を
伴ない
が、
十全大
会にい
たる
中間の
政治

状況の
なかには、
右のよ
うな
懐疑を
傍証し
得る
様々
な
注目す

べ
き事実が
看取されたので
あっ
た。

ま
ず、
その
最近のプロ
セス
を
中
国の
公式論調を手がかりに

ふ
りか
える
な
らば、
昨七二
年十一
月、『紅
統』第十号の
倒志福

ハ党中央妥日）
論
文「経
験主
義の
克服
｜レ
！ニ
ン
の『唯
物論と

経
験批
判論』
を
学習して」
が、
「一
つ
の
矛屑が
解決すれば、

さ
らに
新しい
矛
盾が
発生し、
一
つ
の
戦闘に勝利すれば、
さ
ら

に
新しい
戦闘を迎えなければ
ならない」
と問
題を
現在形で
述

べ
て
新た
な
H闘争立言M
とも忠わ
れる
姿勢を示し
たが、
翌十

二
月の『紅統』
第
十二
号に
あらわ
れた高文署名論
文「
革命の

新生事
物を揃えつ
け、
発展させよ
う」
は、
「
劉
少奇の
たぐい

のペ
テン
師」
つ
ま
り林彪を
従来の
極「
左」
とい
うレッ
テル
か

ら極
右に
呼びか
えたので
あっ
た。
次い
で七
三
年元旦の三
紙
誌

共同
社
説
「年頭の言
葉」
は、
帥伯述・
党中央政治局
常務
委員

が
失
墜した七
O年九
月の九
期二
中
全会以
来すすめ
られて
きた

「
批
修
整
風」
（
こ
の言
葉
は 、
十
全
大会
で
「
批
林
整
風」
と
明
ら
さ
ま
に

呼
び
か
え
ら
れ
た〉
の
優
先
順
位
を
「
批
修」
が
第一

、
「
盤
国間」
は
第

二
と
焼
定し、さらに『紅旗』
七三
年第二
号巻顕の
命彫署
名論
文

「
党の
建設は
党の
政治路線と
密接につ
なが
らなければ
ならな

い
ll〈『共
産党員』
発
刊の
辞〉
を
学ぼ
う」
は、「プロ
レ
タリ

ア
文
化大
革命お
よび
今
回の
批
修
整
風
運
動」
〈
傍
点
引用
者〉
と
い
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量隼

川

う
表
現
を
用
い
て、
今
川
の
「
批
作用日
世
風－
運
動
が
文
化
大
革
命
と
区

川

別
さ
れ
る
闘
争
の
新
し
い
段
階
で
あ
る
こ
と
を一
市
し、
す
で
に
結
若
し

川

た
は
ず
の
林
彪
災
変
を
超
え
て、
党
内
に
ま
だ
深
刻
な
問
題
が
わ
だ
か

川

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
暗
示
し
た
の
で
あ
る。
こ
う
し
て、
表
面
は
「
批

川

修」
す
な
わ
ち
林
彪
批
判
の
か
た
ち
を
と
り
な
が
ら
闘
争
が
進
展
す
る

川

過
程
で、
七
三
年一
月
ト
四
日
付
『
人
民
日
報』
の
蘇
習
将
名
論
文

川

「
H
現
実
主
義
深
化u
論
を
批
判
し
よ
う」
や
『
紅
旗』
七
三
年
第一

川

号
の
辛
永
銘
将
名
論
文
「
決
し
て
階
級
と
階
級
闘
争
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い」
が
示
し
た
よ
う
に
「
現
実
主
義」、
「
平
和
麻
痔
思
怨」
へ
の
批

川

判
を
意
図
し
た
文
革
的
ト
l
ン
の
論
調
も
あ
ら
わ
れ、
林
彪
批
判
の
か

叩
た
ち
を
と
っ
て
進
展
す
る
潮
流
へ
の
H
逆
流M
の
存
在
を
惑
じ
さ
せ
た

川

が、
こ
う
し
た
な
か
で
一
方
で
は一
連
の
旧
実
権
派
幹
部
の
復
活
が
す

川

す
み、
そ
れ
は
四
月
十
二
日
の
印
象
的
な
郵
小
平
復
活
へ
と
連
な
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
っ
た。
郵
小
平
復
活
の
意
味
に
つ
い
て、
と
こ
で
詳
し

く
立
ち
入
る
こ
と
は
避
け
る
が
（
さ
し
あ
たり、
拙
稿
「
郷
小
平
復
権
の
背・

川
RHと
その
意
味」、
『世
界
巡
綴』一
九
七三
年五
月
八
日
号、
参
照て
こ
の
旧

川

実
権
派
領
制
の
象
徴
的
な
復
権
は、
私
自
身、
彼
の
復
権
を
早
く
か
ら

川
予
測
し
得
え
た
そ
の
文
脈
ハ
拙
著
『
中医
像の
倹
証』
〈
中
央公
論
社、
一

川
九
七二
年
〉
所
収の「
林郁唱の
死と
その
感」、
参
照〉
か
ら
し
で
も、
文
草

川

の
挫
折
と
脱
文
革
化
へ
の
潮
流
の
な
か
で
さ
え、
さ
ら
に
こ
の
時
点
で

川

郵
小
平
の
復
権
を
必
要
と
す
る
状
況
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
た
も
の

川

で
あ
ろ
う。
こ
れ
を
要
す
る
に、
周
恩
来
主
噂
の
脱
文
革
的
潮
流
に
お

川

け
る

実務
派
党
官
僚
と
旧
実
権
派
と
の
連
合
20
と
Eo
る
に
た
い
す
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る
文
革
グ
ル
ー
プ
の
一得
挑
戦
と
い
う
政
治
状
況
だ
と
し
て
判
断
し
得
る

一
般
的
な
形
勢
が
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る。

こ
う
し
た
背
景
の
な
か
で
H
潮
流H
は
さ
ら
に
拡
大
し、
各
地
の
総

工
会、
共
産
主
義
青
年
団、
婦
女
連
合
会
の
再
建
も
著
し
く
進
展
し

て、
五
月
に
は、
今
回
の
王
洪
文
報
告
で
明
ら
か
に
さ
れ
た、
党
規
約

改
正
問
題
の
た
め
の
党
中
央
工
作
会
議
が
召
集
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ

た。で
は、
問
題
は
そ
の
後、
十
金
大
会
ま
で
順
調
に
経
過
し
た
の
で
あ

ろ
う
か。
こ
の
点
で
は、
同
じ
五
月
に
中
国
を
訪
問
し
た
エ
チ
ェ
ベ
リ

ア
・
メ
キ
シ
コ
大
統
領
が
毛
沢
東
と
親
し
く
会
見
し
た
際
に、
ラ
テ
ン・

ア
メ
リ
カ
か
ら
初
め
て
訪
問
し
た
こ
の
第
三
世
界
の
「
新
し
い
友
人」

に
た
い
し
て
毛
沢
東
が
吐
露
し
た
心
境
が、
当
時
の
状
況
を
か
な
り
映

し
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る。
エ
チ
ェ
ベ
リ
ア
大
統
領
の
毛
沢
東

会
見
の
内
容
は、
ま
だ一
般
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が、
私
自
身、
大

統
領一
行
に
随
行
し
た
メ
キ
シ
コ
の一
大
学
教
授
か
ら、
わ
が
国
の
若

干
の
記
者
諸
氏
を
交
え
て
取
材
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と、
「
自
分
は
ま

も
な
く
天
に
召
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が、
今
日、
つ
く
づ
く
述
慎
す

る
に、
も
っ
と
も
重
要
な
問
題
は、
権
力
を
集
中
す
る
こ
と
と、
若
者

を
も
り
た
て
る
こ
と
で
あ
る」
旨、
語
っ
た
と
い
う。
こ
の
談
話
は、

あ
る
い
は、
今
日
の
毛
沢
東
の
心
境
と
状
況
認
識
と
を
き
わ
め
て
率
直

に
物
語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い。
そ
し
て、
当
時
の
状
況
は、
椴

力
の
集
中
の
困
難
さ
と
そ
の
必
要
性
を
毛
沢
東
に
し
み
じ
み
と
感
じ
さ

せ
た
の
で
は
ゑり
る
ま
い
か。
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文

革

派

幹

部

の

相

対

的

地

位

の

低

下

こ
う
し
た
状
況
の
の
ち
に
あ
ら
わ
れ
た
の
が、
す
で
に
い
く
つ
か
の

外
電
が
伝
え、
わ
が
国
で
は
『
サ
ン
ケ
イ
新
聞』
の
柴
田
穂
氏
が
き
わ

だ
っ
て
指
摘
し
て
い
た
い
く
つ
か
の
ナ
ゾ
で
あ
る。
す
な
わ
ち、
ま
ず、

去
る
八
月一
日
の
陸
軍
節
に
は、
こ
れ
ま
で
の
例
に
な
く
三
紙
誌
共
同

社
説
が
つ
い
に
発
表
さ
れ
ず、
建
軍
節
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
の
軍
幹
部
の

演
説
も
な
く、
周
恩
来、
江
菅、
挑
女
元
の
三
名
が
そ
れ
に
欠
席
し
て

い
お
こ
と
で
あ
る。
七、
八
月
に
な
る
と、
江
菅、
銚
文
元
と
い
う
文
革

幹
部
の
公
的
出
現
の
機
会
が
な
く
な
り、
業
剣
英、
必
春
橋、
李
徳
生、

紀
登
宝
ら
中
堅
幹
部
の
出
現
頻
度
も
急
激
に
減
少
し
た。
八
月
十
八
日

か
ら
二
十
日
ま
で、
人
民
大
会
堂
で
大
規
模
な
集
会
が
聞
か
れ
て
い
る

ナ
ゾ
を
A
F
P
電
や
ロ
イ
タ
ー
電
が
伝
え、
ま
た、
穏
健
派
と
急
進
派

の
対
立
が
再
激
化
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
観
測
が
こ
れ
ら
外
電
に

よ
っ
て
ひ
ん
ぴ
ん
と
伝
え
ら
れ
た。
「
わ
が
党
の
偉
大
な
指
導
者
毛
沢

東
同
志」、
「
偉
大
な
指
持
者
毛
主
席」
と
呼
ん
で
い
る
十
金
大
会
の
諸

文
献
に
明
ら
か
な
よ
う
に、

毛
沢
東
に
た
い
す
る
「
偉
大
な
指
導
者」

と
い
う
形
容
が
消
え
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が、
八
月
三
日
以
降

の
『
人
民
日
報』
は
こ
の
形
容
を
あ
え
て
は
ず
し、
十
全
大
会
に
お
い
て

も、
従
来
ほ
ど
こ
の
形
容
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
た
し
か
で
あ

る。
閃
み
に、
九
全
大
会
の
林
彪
報
告
が
「
わ
れ
わ
れ
の
偉
大
な
指
滋
者

毛
主
席
万
歳
／

万
歳
／

万
万
歳
／・」
で
お
わ
っ
て
い
る
の
に
た
い

し
て、
今
岡
の
周
恩
来
報
告
は
た
ん
に「
毛
主
席
万
歳
／

万
万
歳
／」

. ． 

と
叫
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い。
さ
ら
に、
す
で
に
十
金
大
会
開
催
中
で

あ
っ
た
八
月
二
十
五
日
の
新
華
社
通
信
は、
A
A
A
卓
球
大
会
の
報
道

に
関
連
し
て、
最
初
は
通
例
ど
お
り、
問
思
来、
江
背、
業
剣
英
の
序

列
で
指
導
者
の
出
席
を
報
じ
て
い
た
が、
第
二
版
記
事
で
は
こ
の
序
列

が
周
恩
来、
葉
剣
英、
江
官
と
訂
正
さ
れ、
こ
の
変
化
の
意
味
は
や
が

て
十
全
大
会
に
お
い
て
明
白
に
な
っ
た
の
で
あ
る。
江
背、
挑
文
元
と

い
う
文
革
幹
部
の
相
対
的
地
位
の
低
下
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た

は
ず
の
翌
二
十
六
日
に
は、
開
民
林、
ウ
ラ
ン
フ
と
い
う
旧

実権
派
の

重
要
ス
タ
ッ
フ
の
復
権
が
伝
え
ら
れ
た。

暫

定

的

決

着

の

儀

式

こ
れ
ら
の
恨
史
を、
こ
れ
ま
で
の
検
討
と
主
れ
あ
わ
せ
て
考
え
る
な

ら
ば、
極
秘
裡
に
聞
か
れ
た
十
金
大
会
の
異
例
さ
に
た
い
す
る
解
と
し

て、
次
の
よ
う
な
推
測
が
あ
る
い
は
可
能
で
は
な
か
ろ
う
か。

す
な
わ
ち、
中
間
は
十
金
大
会
の
開
催
に
い
た
る
故
近
の
過
程
に
お

い
て、
林
彪
異
変
以
後
の
政
治
的
空
白
に
決
着
を
つ
け
る
べ
き
必
要
に

迫
ら
れ
て
い
た。
そ
し
て、
そ
の
よ
う
な
決
着
の
必
要
性
は、
十
全
大
会

で
あ
る
よ
り
は
む
し
ろ
全
国
人
民
代
表
大
会
の
方
に
こ
そ
あ
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か。
し
か
し、
そ
の
た
め
に
は、
決
着
の
場
が
九
期
三
中

全
会
で
あ
る
に
せ
よ、
九
全
大
会
第
二
回
会
議
で
あ
る
に
せ
よ、
ま
ず

党
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
問
題
を
明
白
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た。

だ
が、
そ
の
よ
う
な
準
備
の
プ
ロ
セ
ス
で
ど
う
し
て
も
問
題
の
調
整
が

で
き
ず、
そ
の
た
め
に、
あ
え
て
新
じ
い
党
大
会
を
急
拠
準
備
し、
強
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川

行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
の
暫
定
的
な
決
着
を
つ
け
よ
う
と
し
た
の

川

で
は
な
か
ろ
う
か。
将
定
的
な
決
着
が
つ
く
か
ど
う
か
の
保
証
は
必
ず

し
も
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
に、
党
大
会
を
極
秘
裡
に
開
催
し
な
け
れ

川

ば
な
ら
な
か
っ
た
φ
で
は
な
か
ろ
う
か。
い
ず
れ
に
せ
よ、
林
彪
批
判

川

と
対
ソ
非
難
と
い
う
既
定
の
事
実
を
こ
れ
ほ
ど
激
し
く
キ
十
ン
ベ
l
ン

川

し、
濯
も
が
当
簡
は一
致
せ
ざ
る
を
仰
な
い
こ
の
点
に
お
い
て
党
大
会

8

を
儀
式
化
し
た
と
い
う
事
実
は、
別
の
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
核
心
的
な

川

問
題
を
暫
時
凍
結
し、
一
時
的
な
調
整
を
は
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
て

川

な
ら
な
い。
そ
の
場
合
の
核
心
的
な
問
題
と
は、
脱
文
率
的
潮
流
に
た

い
す
る
文
率
的
潮
流
の
抵
抗
す
な
わ
ち
稲
健
派
と
急
進
派
の
対
立
と
し

川

て
猶
け
よ
う
が、
そ
の
争
点
は、
中
国
の
工
業
化
や
国
際
社
会
に
対
応

川

す
べ
き
当
面
の
重
要
課
題
を
め
ぐ
る
論
争、
も
し
く
は
広
く
「
紅」
と

川

「
専」
と
の
関
係
を
め
ぐ
る
論
争
と
い
う
歓
迎
さ
る
べ
き
次
元
の
も
の

川

で
は
な
く、
「
林
彪
反
党
集
団
の
壊
滅
は、
党
内
の
こ
つ
の
路
線
の
闘

川

争
が

終結
し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
」
と
力
説
し
て
や
ま
な
い
周
恩
来

政
治
報
告
が
現
に
示
唆
し、
ま
た
十
金
大
会
に
い
た
る
戸
れ
ま
で
の
曲

川

折
し
た
プ
ロ
セ
ス
が
焔
示
し
て
い
る
よ
う
に、
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

川
プ
の
形
成
を
め
ぐ
る
角
逐
で
あ
り、
復
活
し
た
旧
実
権
派
幹
部
の
位
慌

川
づ
け
や
会
終
的
な
党
内・序
列
の
mm
趨
に
か
ん
し
て
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

，
vQ。

川

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で、
党
大
会
が
開
催
さ
れ、
暫
定
的
に
問
題

が
調
聾
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば、
八
月
中
旬
の
人
民
大
会
堂
に
お
け
る

川

集
会
の
も
つ
な
味
も、
ほ
ぼ
推
測
で
き
る
で
あ
ろ
う。
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苦

哀

の

色

濃

い

周

恩

来

政

治

報

告

さ
て
こ
こ
で
い
よ
い
よ
十
全
大
会
で
新
た
に
形
成
さ
れ
た
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
基
本
的
性
格
と、
こ
の
大
会
に
潜
在
す
る、「
終
結
し
た
こ

と
を
意
味
し
な
い」
〈
周
恩
来〉
二
つ
の
路
線
の
闘
争
と
い
う
問
題
の
核

心
に
向
っ
て
錐
を
す
す
め
ね
ば
な
ら
な
い。

十
全
体
制
が
基
本
的
に
妥
協
的・
調
整
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
は、
す
で
に
述
べ
た
が、
そ
れ
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
三
重

の
構
成
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
連
合
体
制
だ
広
い
え
よ
う。
す
な
わ

ち、
ま
ず、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
商
か
ら
こ
れ
を
と
ら
え
る
な
ら
ば、
周

恩
来、
葉
剣
英、
李
徳
生、
本寸
先
念
ら
の
穏
健
派
な
い
し
は
実
務
派、

朱
徳、
査
必
武、
劉
伯
承、
許
世
友、
陳
錦
聯
ら
の
中
立
派
な
い
し
は

中
間
派、
王
洪
文、
康
生、
張
春
橋、
江
菅、
銚
文
元、
在
東
輿
ら
の

急
進
派
な
い
し
は
文
革
派
の
連
合
と
い
う
鱗
成
で
あ
ろ
う。
こ
の
場
合、

県
徳、

傘
間
泊、
議十
回
鈴
ら
の
位
侃
づ
け
は
必
ず
し
も
明
確
に
で
き
な

い
が、
こ
の
よ
う
な
構
成
に
お
い
て
穏
健
派
は
旧
突
権
派
グ
ル
ー
プ
と

の
連
携
の
う
え
に
十
全
体
制
の
主
潮
を
と
も
か
く
も
形
成
し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
る。
次
に
は、
周
思
来、
藍
必
武、
李
先
念
ら
行
政
官
僚
と
王

洪
文、
松
脊
橋、
江
背、
眺
文
元
ら
党
官
僚、
業
剣
英、
李
徳
生、
許
世

友、
陳
錦
肺
ら
箪
官
僚
と
の
連
合
と
い
う
職
能
構
成
で
あ
り、
第
三
に

は、
全
党
的
な
幹
部
若
返
り
の
必
要
に
応
え
つ
つ、
い
わ
ゆ
る
「
老・

壮・
青」
の
三
結
合
を
中
央
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
お
い
て
も
は
か
ろ
う

と
し
た
構
成
で
あ
っ
て、
そ
れ
は、
毛
沢
東、
問
恩
来、
議
剣
英、
既
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川

生、
朱
徳、
董
必
武
と
い
っ
た
「
老」
と
張
春
橋、
江
育、
李
徳
生
ら

川
の
「
壮」、
王
洪
文、
挑
文
元
の
「
宵」
と
い
う
か
た
ち
で
実
現
さ
れ
た

川

の
で
あ
っ
た。
も
と
よ
り、
こ
う
し
た
三
夜
の
構
成
か
ら
成
る
連
合
体

州

制
を
主
導
し
た
の
は、
実
務
派
H
脱
文
準
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
が、
他

川

方
で
は、
旧
安
健
派
幹
部
の
政
治
局
入
り
が
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と、
白

川

相
国
・
対
外
貿
易
部
長
を
は
じ
め
同
務
院
行
政
官
僚
の
な
か
に
中
央
委

川

口
に
さ
え
選
出
さ
れ
な
か
っ
た
者
も
多
い
こ
と
な
ど、
こ
う
し
た
；
潮

川

流M
へ
の
抵
抗
も
根
強
く
存
在
し
た
の
で
あ
り、
そ
も
そ
も
妥
協
的・

川

調
整
的
な
連
合
体
制
で
あ
る
が
ゆ
え
に、
「
党
の
一
元
化
指
導」
が
こ

川

と
さ
ら
強
調
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う。
そ
し
て、
こ
こ
で
明

l

白
な
こ
と
は、
毛
沢
東
体
制
下
で
の
こ
の
よ
う
な
集
団
指
導
型
連
合
体

川

制
に
お
い
て、
要
す
る
に
十
全
体
制
と
は、
そ
こ
に
参
画
し
て
い
る
指

川

導
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
様
々
な
角
度
か
ら、
「
毛
沢
東
以
後」
の
諸
状

川

況
を
意
識
し、
計
設
し
つ
つ
あ
る
過
渡
的
な
政
治
権
力
で
あ
る
こ
と
で

州

あ
ろ
う。

川

さ
て、
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
し
て
い
た
だ
け
に、
十
全
大
会
の

川

基
調
報
告
で
あ
る
周
恩
来
政
治
報
告
は、
論
理
上
の
矛
盾
に
満
ち
た
苦

川

哀
の
色
濃
い
も
の
で
あ
っ
た。
全
体
の
十
l
ン
も
政
治
報
告
ら
し
い
格

川

調
に
乏
し
く、
激
し
い
言
葉
だ
け
が
目
立
っ
て
ど
こ
と
な
く
余
裕
に
欠

川

け、
周
恩
来
ら
し
い
路
総
が
明
向
に
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
は
と
う

川

て
い
思
わ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た。
周
恩
来
ほ
ど
の
経
験
と
政
治
力
を

川

も
っ
て
し
て
も、
こ
の
よ
う
な
報
告
に
お
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
は、
劉

川

少
奇、
林
彪
と
こ
れ
ま
で
二
度
に
わ
た
っ
て
政
治
報
告
を
お
こ
な
っ
た

十全大会の伎心と深層

前
任
者
が、
い
ず
れ
も
党
史
上
最
悪
の
断
罪
を
受
け
て
失
墜
し
て
い
っ

た、
そ
の
経
験
的
な
ジ
ン
ク
ス
の
闘
頭
に
い
よ
い
よ
彼
自
身
立
っ
て
い

る
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
緊
張
に
由
来
し
た
の
で
あ
ろ
う
か、
彼
は

ひ
た
す
ら
林
彪
の
罪
行
を
糾
弾
し、「
党
内
の
二
つ
の
路
線
の
闘
争
は
長

期
に
わ
た
っ
て
存
在
し、
こ
れ
か
ら
先
も
十
回、
二
十
回、
一二
十
回
と

起
る
で
あ
ろ
う
し、
林
彪
の
よ
う
な
人
物
が
あ
ら
わ
れ、
王
明、
劉
少

奇、
彰
徳
懐、
高
闘
の
よ
う
な
人
物
が
あ
ら
わ
れ
る
で
あ
ろ
う」
と
力

説
し
た
の
で
あ
っ
た。
ま
た、
林
彪、
陣
伯
連
ら
は、
九
全
大
会
以
降

の
主
な
任
務
が
生
産
の
発
展
に
あ
る
と
し
た
が、
そ
れ
は
階
扱
闘
争
を

忘
れ
た
修
正
主
義
謬
論
で
あ
る
と
し
て、
あ
え
て
階
級
闘
争
の
継
続
を

強
調
し、
符
し
く
H
革
命
主
必H
の
ポ
l
ズ
を
と
っ
た
の
で
あ
っ
た。

し
か
し
な
が
ら、
圏
内
的
に
は
脱
文
革
の
潮
流
を
主
部
し、
対
外
的
に

は
「
革
命
外
交」
か
ら
「
国
家
外
交」
へ
の
転
換
を
主
導
し
つ
つ
あ
る

周
恩
来
の
今
日
の
明
白
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
し
て、
こ
の
姿
勢
に
は
か

な
り
無
理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ、
ま
た
あ
る
種
の
計
算
が
含
ま
れ
て

い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る。
こ
の
こ
と
が
実
態
と
し
て
脱
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
傾
向
を
主
導
し
て
い
る
が
ゆ
え
に、

論
理
の
う
え
で
は
あ
え
て

H
革
命
主
義“
の
ポ
l
ズ
を
と
ら
．さ
る
を
得
な
い
周
思
来
の
今
日
の
立

場
を
反
映
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
た
し
か
で
あ
ろ
う。

潜
在
的
な
毛
沢
東
批
判
者
と
し
て
の
周
恩
来

こ
う
し
た
周
恩
来
報
告
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
な
に
か
を
探
索
す
る

ま
え
に、
十
全
大
会
に
お
い
て
示
さ
れ
た
毛
沢
東
主
席
そ
の
人
の
役
割
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り
と
位
置
づ
け
の
変
化
を
次
に
確
認
し
て
お
こ
う。
ま
ず、
十
全
大
会
で

毛
沢
東
は
な
に
を
し
た
か。
新
聞
公
報
が
表
明
し
て
い
る
か
ぎ
り
で
は、

毛
沢
東
は「
今
問
の
大
会
を
主
宰
し
た」
と
さ
れ
て
い
る
が、
実
際
に
は

「
毛
主
席
は
代
表
た
ち
に
親
し
く
手
を
ふ
っ
て
あ
い
さ
っ
し
た」
に
す
ぎ

ず、
九
金
大
会
の
新
聞
公
報
が
表
明
し
て
い
る
よ
う
に、
閉
会
冒
頭
「
き

わ
め
て
重
要
な
演
説
を
お
こ
な
っ
た」
2ハ
九
年
四
月一
日
付
新
聞
公
報〉

り、
大
会
の
期
間
中
に
「
屯
要
な、
人
び
と
の
心
を
ふ
る
い
た
た
せ
る
演

説
を
お
こ
な
っ
た」
（
六
九
年
四
月
十
四
日
付
新
聞
公
報）
り
は、

つ
い

に
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る。
つ
ま
り、
十
全
大
会
に
お
け
る
毛
沢
東

は、
き
わ
め
て
象
徴
的
な
役
割
り
し
か
演
じ
な
か
っ
た
こ
と
が
明
b
か

に
な
る。一
方、
林
彪
批
判
の
一
環
と
し
て
個
人
保
持、
天
才
論、
光
験
論

な
ど
が
否
定
さ
れ
て
き
た
潮
流
を
反
映
し
て、
す
で
に
見
た
よ
う
に、
毛

沢
東
個
人
の
名
は
今
次
党
大
会
で
は
大
幅
に
削
除
さ
れ、
改
正
党
規
約

で
は
そ
の
こ
と
が
さ
ら
に
明
白
に
な
っ
た。
八
全
大
会
の
改
正
党
規
約

が、
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判」
と
非
ス
タ
ー
リ
ン
化
の
国
際
的
潮
流
の
な
か

で
郵
小
平
の
問
題
提
起
に
よ
っ
て「
毛
沢
東
思
想」
と
い
う
表
現
を
削
除

し
た
も
の
と
な
り、
し
か
し
そ
の
こ
と
が
や
が
て
文
革
期
に
お
け
る
郵

小
平
のH
反
毛
沢
東M
の
坑
大
な
罪
状
に
な
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
き、

今
回
の
一
連
の
措
置
を
た
ん
に
林
彪
批
判
と
だ
け
結
び
つ
け
て
考
え
て

よ
い
の
か
ど
う
か、
そ
の
合
意
は
さ
ら
に
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る。
そ
こ
で
次
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は、
こ
の
よ
う
な
毛
沢
東

側
人
の
役
割
り
を
相
対
化
し
よ
う
と
す
る
潮
流
に
も
か
か
わ
ら
ず、
十

全
大
会
の
諸
文
献
に
み
ら
れ
る
重
要
文
脈
に
は、
毛
沢
東
の
名
を
引
く

こ
と
は
避
け
な
が
ら
も、
す
べ
て
毛
沢
東
の
言
葉
が
当
て
ら
れ
て
い
る

こ
と
の
怠
味
に
つ
い
て
で
あ
る。
周
恩
来
報
告
に
あ
る「一ニ
要
三
不
要」

の
基
本
原
則
〈
前
述、
引
用〉
は、
林
彪
批
判
に
関
連
し
て
党
中
央
が

通
達
し
た
「
中
共
中
央
第
十
二
号
文
件」
（一
九
七
二
年
三
月
十
七
日〉

に
付
せ
ら
れ
た
「
毛
主
席
の
各
地
巡
視
期
間
に
お
け
る
各
地
責
任
問
志

と
の
談
話
紀
要」
ハ
以
下、
「
談
話
紀
婆」
と
略
記〉
目
頭
の
言
葉
で
あ
る

し、
「
中
国
に
も
し
反
共
の
右
派
の
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
る
な
ら、
彼
ら

は
安
寧
で
は
あ
り
得
ず、
お
そ
ら
く
短
命
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
と
私

は
断
言
す
る。
な．せ
な
ら、
九
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
人
民
の
利
益
を

代
表
す
る
す
べ
て
の
革
命
者
が
容
認
す
る
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る」

と
か、
「
前
途
は
明
る
い
が、
道
は
曲
り
く
ね
っ
て
い
る一
と
い
う、

今
凶、
大
い
に
強
調
さ
れ
たき尽
莱
は、
や
は
り
林
彪
批
判
に
関
連
し
て

流
布
さ
れ
て
い
る
「
毛
沢
京
の
江
背
へ
の
乃
簡」
ハ一
九
六
六
年
七
月
八

日〉
の
な
か
の
言
葉
な
の
で
あ
る。
こ
う
し
て、
改
正
党
規
約
の
総
綱

は、
こ
れ
ら
の
言
葉
と
従
来
か
ら
の
「
毛
主
席
語
録」
を
す
べ
て
つ
な

ぎ
あ
わ
せ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
事
実
は、
毛
沢
東
の
権
威
の
さ
ら
な
る
高
ま
り
の

な
か
で
個
人
銭
探
的
色
彩
を一
掃
し
て
問
題
を
正
常
化
し
た
も
の
と
だ

け
単
純
に
み
な
せ
る
も
の
か
ど
う
か。
そ
も
そ
も、
い
か
に
毛
沢
東
と

い
え
ど
も、
非
公
開
の
談
話
要
録
や
長
へ
宛
て
た
手
紙
の
な
か
の
一
節

が、
党
大
会
の
基
調
報
告
や
党
規
約
総
綱
の
な
か
に
そ
の
ま
ま
録
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
不
自
然
さ
を
こ
そ
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が、
こ
れ

は
も
し
か
す
る
と、
実
質
的
に
「
非
毛
化」
を
す
す
め
つ
つ、
名
目
的
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に
は
毛
沢
東
の
言
葉
を
重
用
し
て
毛
沢
東
の
権
威
へ
の
挑
戦
と
解
さ
れ

る
リ
ス
ク
を
避
け、
い
ず
れ
の
日
か、
門家
父
長
的
な
党
の
秘
物
化
を
批

判
す
る
際
の
た
め
に
周
到
に
配
雌
さ
れ
た
周
思
来
の
遠
大
な
戦
略
な
の

で
は
な
い
か
と
い
う
気
さ
え
し
な
い
で
は
な
い。
し
か
も、
今
M、
林

彪
の
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
の
内
と
い
わ
れ
る
八
「
五
七一
工
程」
紀
要
V

が
「批
林
盤
風」
の
材
料
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
事
実
が
周

恩来
報

告
で
公
式
に
確
認
さ
れ
た
が、
こ
の
広
く
流
布
さ
れ
た
八
「
五
七一
工

程」
紀
要
V
の
な
か
に
は、
次
の
よ
う
な
文
章
が
主
き
つ
ら
ね
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る。
「
彼
ら
の
社
会
主
義
は
実
質
的
に
は
社
会
フ
ァ
シ
ズ

ム
で
あ
り、
彼
ら
は
中
岡
の
同
家
機
闘
を、
相
互
に
惨
殺
し
あ
い、
相

互
に
陥
れ
あ
わ
せ
る
挽
肉
機
に
変
え、
党
と
国
会
の
政
治
生
活
を
封
辿

相場
制
独
裁
式
の
家
父
長
制
の
生
活
に
変
え
て
い
る。」
「
現
在、
彼
は
中

国
人
民
が
与
え
た
信
任
と
地
位
を
濫
用
し、
歴
史
的
に
反
対
の
方
向
に

歩
み、
実
際
に
は
彼
は
す
で
に
現
代
の
秦
始
皇
に
な
っ
て
い
る。」
「
マ

ル
グ
ス・
レ
l
ユ
ン
主
義
の
皮
を
借
り、
泰
始
皇
の
法
を
執
っ
た
中
国
史

上
最
大
の
封
建
暴
君
で
あ
る
よ
等
。々
こ
れ
ら
の
言
葉
は、
そ
れ
が
流
布

さ
れ
た
と
き、
中
国
民
衆
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
か
刺
戟
的
な
言
葉
で
あ

り、
誌
を
含
む
言
諜
で
あ
る
こ
と
か。
こ
の
よ
う
な
内
容
を
含
む
八
「
五

七
一
工
程一
紀
要

を、
中
国
の
公
式
な
発
表
ど
お
り
休
彪
が
作
製
し

た
の
か
ど
・っ
か
を
い
ま
こ
こ
で
は
詮
議
し
な
い
が、
こ
の
よ
う
な
文
章

が
流
布
さ
れ
る
と
と
を
毛
沢
東
自
身
は
果
た
し
て
望
む
で
あ
ろ
う
か。

も
し
も、
一
つ
の
推
測
が
許
さ
れ
る
の
な
ら、
ま
さ
に
H潜
在
的
な
毛
沢

東
批
判
者μ
と
し
て
の
周
恩
来
こ
そ、
「
林
彪
の
遺
体
を
利
用
し
て」

十金大会のZ安心と深層

（
前
潟、
『－
二
l
ズ
・
ウ
ィ
ー
ク』〉、
来
る
べ
き
時
期
へ
の
布
石
を
着
々

と
打っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か。
も
し
も、
こ
の
よ
う
な
推
測
が

成
り
立
つ
な
ら、
今
削
の
政
治
報
告
に
お
け
る
周
恩
来
の
緊
張
ぶ
り
も

お
の
ず
か
ら
理
解
で
き
よ
う。
だ
が、
そ
れ
に
し
て
も
林
彪
異
変
の
ナ

ゾ
は
ま
だ
解
け
な
い。

王

洪

文

報

告

に

お

け

る

H

衝

撃

的

手

が

か

り
u

そ
の
よ
う
な
と
き、
わ
れ
わ
れ
は、
き
わ
め
て
衝
撃
的
な
手
が
か
り

を、
今
回
の
主
洪
文
の
朗報
告
の
な
か
に
見
つ
け
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
（
因
み
に
こ
の
玉
洪
文
報
告
は 、
その
入
電
が
朝
刊
原
稿締
切
り

問
ぎ

わ
で
あっ
た
た
め
か 、
玉
洪
文
その
人
に
は
脚
光が
集
中
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず 、
わ
が
国の
新
聞
は
き
わ
め
て
不
完
全
に
し
か
こ
れ
を
紹
介
せ
ず 、
改
正
党

規
約の
み
が
紹
介
さ
れ
た
だ
け
で
あっ
た
Y

官
頭
に
伏
線
と
し
て
引
用
し
た
個
所
を
改
め
て
こ
こ
に
引
く
な
ら

ば、
次
の
と
お
り
で
あ
る。

「
路
線
に
か
か
わ
る
こ
と、
大
局
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
れ
ば、

兵
の
共
産
党
員
は
公
に
つ
く
す
心
を
い
だ
い
て、
免
職
を
お
そ
れ

ず、
党
か
ら
の
除
名
を
お
そ
れ
ず、
入
獄
を
お
そ
れ
ず、
殺
害
を

お
そ
れ
ず、
離
婚
を
お
そ
れ
ず、
敢
然
と
潮
流
に
さ
か
ら
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い。

も
ち
ろ
ん、
誤
っ
た
潮
流
に
た
い
し
て
は、
そ
れ
に
敢
然
と
さ

か
ら
う
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く、
そ
れ
を

見
分
け
る
能
力
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
も
あ
る。
：
：：
そ



‘ 

雄

の
うえ、
陰謀術策を
奔する
者が
放意に
見せか
けをつ
くる

の
で、
われわ
れが
見分けるの
をいっ
そう
困
難
に
し
て
い

る」
〈
王
洪
文
「
党
規
約
改
正
に
つ
い
て
の
報
告」） 。

者負

右の
個所は、
中
国共産
党内の
内部闘争がい
かに
織烈な
もの

川
で
あるか
を示
唆するに
余りあるが、
それにして
も
林彪批
判一

川
色の
党大
会の、
その
林彪
関連
事
項削
除のための
党規約改正報

川
告におい
て、
免職、
除
名、
入
獄、
殺
害、
離婚をお
それず
潮流

川
に
さか
らう者こ
そが
其の
共産
党員だ
とい
うに
等しいこ
の
表
現

川
は、
あま
りに
も
衝撃的かっ
刺激的で
ありすぎる。
免職、
除
名、

川
入
獄、
殺
害、
離婚とい
う結
末に
なっ
たのは、
ほかで
もな
く
林

山
彪とその
集団なので
あるから、
読み
方によっ
ては、
林彪の
反

川
逆をたた
え、
追悼してい
るかのよ
うに
受けとめ
られるこ
のよ

川
うな
表
現を、
なぜ、
こ
の
よ
うな
場で
あえて
用い
たので
あろ
う

a
AM

 
林

彪

異

変

と

周

恩

来

周恩来
報
告が
きわめて
激しい
感
情の
昂ぶ
りの
なかで
林彪の

山
罪行を
糾弾してい
るの
にたい
し、
王
洪文報
告は
意外に
林彪
批

川
判のトーン
が
低いこ
とも一
読して
明瞭だが、
こ
れらの
事
実か

川
ら
する
と、
そもそ
も
林彪
異変は、
その
公表さ
れた
筋古都や、

川
さらに
ウィル
フレッ
ド・
パ
lチェ
ッ
ト
記者が
公認の
筋占きと

川
北京での
聴き取りを
もとに
再
構
成してみせた
その
抗相ハ『銃売

偽中29 

新聞』七三年八月十四日付〉
とは
大
きく異なっ
て、
末期を
迎
えつ

つ
ある
毛沢東家父長体制下での
周
思来と
林彪との
死活の
闘争

で
あり、
そうした
「喰うか
喰わ
れるかの
闘
争」
の
なかで、
林

彪らは、
周
思来らの
実務派官僚と文革期に
林彪に
痛めつ
けら

れた
旧
実権派勢力および
林彪の
始頭を
歓迎し
なかっ
た
非林彪

系軍
幹部の
連合
勢力のま
えに、
結果的には
空し
く
墜えていっ

たのでは
なかろ
うか
とい
う仮説が
成立する。
こ
のよ
うな仮説

に
立つ
ならば、
林彪のモンゴ
ル
領ウン
デルハ
ン
での
墜死とい

う中
国側の
公表に
もかか
わら．す、
モンゴ
ル
当局もソ
連政府も

林彪の
遺体をつ
い
に
確認してい
ない
事
実や、
バ
lチェ
ッ
ト
記

者のス
トーリーで
さえ、
林彪
異変に
周恩来が
直接の
当事者と

して
大きなかか
わり
あい
をもっ
てい
たで
あろうこ
とを
認める

ものに
なっ
てい
るこ
と、
香
港で
昨
年私自身が
取材
し
た
情
報

〈「
人
民
中
国の
サ
イレ
ン
ト・マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
l」『

諸
君』
七
二
年
十
二
月
号）

も、
林彪
異変での
周恩米の
役割りを
きわだっ
て
認めてい
たこ

と、
去る八
月二
十九日のAFP
屯が
中
央通信の
伝えた大陸
情

報として
林彪の
周恩来陥殺計
両を
報じてい
るこ
と
等々
が、
こ

うした
周・
林の
角逐を
傍証し
得る。
しか
も、
九金大会以降の

林彪
ら軍
幹部の
著しい
拾頭と大量進出は、
中国を一
種の
「
兵

営
国家」
た
らしめてい
たので
あり、
こ
うした
なかで
中ソ
対立

に
直面した
寧は、
林彪の
「
人
民戦争の
勝利万歳」
論
支
や九
全

大
会報
告に
も明らか
なよ
うに、
歯止めの
ない
対ソ
対決路
線を

提起しており、
軍事予
算の
大幅削
大や悶肪力の
梢強をさらに
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求
め
て
周
恩
来
ら
に
大
き
な
脅
威
を
与
え、
米
ソ
ニ
正
面
作
戦
を
避
け

て
の
緊
張
緩
和
政
策
と
し
て
周
恩
来
が
主
導
し
た
米
中
接
近
に
も
反
対

す
る
こ
と
と
な
り、
こ
う
し
た
対
立
の
極
み
に
お
い
て
林
彪
グ
ル
ー
プ

は、
「
予
防
ク
ー
デ
タ
ー」
的
に
失
墜
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か。

だ
と
す
る
と、
林
彪
異
変
と
い
う
深
刻
な
代
価
の
の
ち
に
ニ
ク
ソ
ン

を
北
京
に
迎
え
た
七
二
年
二
月
の
周
恩
来
の
緊
張
ぶ
り
に
つ
い
て
も
諒

解
が
つ
く
で
あ
ろ
う
〈こ
の
点につ
い
て
詳し
くは、
拙
著
『
中
図
像の
検

証』
八前
掲
〉所
収の
「
米
中
会
談の
其
突と
残
像」
多照〉。

こ
う
し
て
み
て
く
る
な
ら
ば、
林
彪
批
判
の
材
料
と
し
て
流
布
さ
れ

て
い
る
諸
文
世
に
み
ら
れ
る
信
じ
が
た
い
論
拠
や
作
為
性
に
つ
い
て

も、
納
得
さ
れ
よ
う。
八
「
五
七一
工
程」
紀
要
V
に
つ
い
て
は
先
に

も
若
干
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
が、
先
述
の
「
談
話
紀
要」
に
し
て

も、
毛
沢
東
の
談
話
は
林
彪
異
変一
の
発
生
を
あ
ら
か
じ
め
予
知
し
て
語

っ
た
も
の
で
は
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
の
に、
異
変
発
生
当
日
の
七一
年

九
月
十
二
円
ま
で
の
談
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
H
見
事
なμ
投

合
性
に
か
え
っ
て
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い。

「
毛
沢
東
の
江
脅
へ
の
書
簡」
流
布
の
背
景

さ
て、
林
彪
異
変
に
つ
い
て、
以
上
の
よ
う
な
仮
説
が
成
り
立
つ
と

し
て、
毛
沢
東
そ
の
人
は、
こ
の
問
題
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か。

こ
れ
ら
の
諸
点
を
詳
し
く
検
討
す
る
紙
数
は、
す
で
に
尽
き
て
い
る

が、
毛
沢
東
は
本
来、
そ
れ
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
が
示
し
た
事
実
経
過
ど

お
り
に
林
彪
を
後
継
者
に
指
定
し、
中
岡
の
後
市引
を
彼
に
託
そ
う
と
し

た
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
い
な
い。
そ
う
し
た
経
緯
を
も
た
ら
し
た
も
の

は、
文
革、
つ
ま
り
毛
沢
東
に
と
っ
て
の
深
刻
な
危
機
の
本
同
に
林
彪

の
軍
が
本
権
闘
争
を
通
じ
て
は
た
し
た
功
制
に
ほ
か
な
ら
ず、
そ
れ
ゆ

え
に
こ
そ
九
全
大
会
で
は
林
彪
を
後
継
者
に
鋭
定
し
た
の
で
あ
っ
た。

九
全
大
会
当
時
は、
林
彪
の
そ
の
よ
う
な
声
望
を
周
恩
来
も
防
げ
な

か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
り、
彼
自
身、
公
衆
の
面
前
で
「

林彪
同
志

に
学
ぼ
う」
と
い
く
た
び
か
叫
ん
だ
事
実
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い。
そ
し
て
毛
沢
東
は、
九
全
大
会
の
テ
レ
ビ
画
面
も
印
象
的
に
映
し

出
し
て
い
た
よ
う
に、
「
親
衛
な
戦
友」

林彪
を
い
と
お
し
く
も
力
強

く
庇
護
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た。

さ
ら
に「
談
話
紀
要」
が
伝
え
る
よ
う
に、

七
O
年
の
盛
山
会
議
ハ
九

期
二
中
全
会〉
で
陳
伯
述
が
林
彪
を
国
家
主
席
に
つ
け
よ
う
と
画
策
し

て
失
敗
し、
陳・
林
へ
の
批
判
が
醸
成
さ
れ
た
の
ち
に
も、
七一
年
四

月
の
陳
伯
述
批
判
の
「
九
十
九
人
会
議」
で
林
彪
の
地
位
が
著
し
く
危

険
な
も
の
に
な
る
ま
で、
毛
沢
東
は
む
し
ろ
林
彪
を
庇
護
す
る
姿
勢
を

と
り
つ
づ
け
て
い
た
ら
し
く、
こ
の
こ
と
は
当
の
「
談
話
紀
要」
か
ら

十
分
に
う
か
が
え
る
の
で
あ
るミ
こ
の
点
は、
今
削
の
周
思
来
報
告
が

「
九
全
大
会
の
開
催
中
と
大
会
後、
林
彪
は
毛
主
席、
党
中
央
が
彼
に

た
い
し
て
教
育
L、
阻
止
し、
救
い
の
手
を
さ
し
の
べ
る
の
を
無
視
し」

〈
傍
点
引
用
者〉
と
述
べ
て
い
る
こ
と
と
も
矛
間
し
な
い。

し
か
し、
簡
態
的
な
林
彪
異
変
が
起
り、
周
恩
来
の
林
彪
に
た
い
す



－・，
. ( 

・中
、

・1111’II’11111””””“1111111111””’11111”111111”””II’ltlll””””””””11111111””1111111111111111111111111111111111”’”Ill’』i”””“”“””””“””“””“”M””’II”1m1111111n””””’””

緩t託総31 

る
勝
利
が
も
た
ら
さ
れ 、

し
か
も
文
革
の
挫
折
は 、

脱
文
革
的
潮
流
の

拾
頭
を
も
た
ら
し
て
ゆ
く
と
い
う

現
実
の
情
勢
の
な
か
で 、

毛
沢
東
も

林
彪
に
た
い
す
る
立
場
を
表
明
せ
ざ
る
を
如何
な
く
な
り 、

こ
う
し
て 、

一

九
六
六
年
七
月
当
時 、

毛
沢
東
に
た
い
す
る
林
彪
の
態
度
の
な
か
に

一

沫
の
不
安
と
危
険
を
感
じ
た
こ
と
を
長
に
ひ
そ
か
に
語
っ
た
「
毛
沢

東
の
江
背
へ
の
』
筒
」

が
昨
年
十
月
以
降 、

流
布
さ
れ
は
じ
め
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か 。

毛
沢
東
は
そ
こ
で
当
時
の
林
彪
ら
へ
の
同
意
を
不
本

意
な
こ
と
だ
っ
た
と
語
っ
て
い
る 。

だ
が 、

こ
の
よ
う
な

払

信
が

今

日 、

流
布
さ
れ ．
さ
る
を
得
な
い
こ
と
こ
そ 、

毛
沢
東
に
と
っ
て
き
わ
め

て
不
本
意
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か 。

一

方 、

周
思
来
の
側
に
も
毛
沢

東
体
制
下
の
「
非
毛
化
」

を
す
す
め
な
が
ら 、

そ
れ
が
き
わ
め
て
危
険

の
多
い 、

困
難
な
プ
ロ
セ
ス
だ
と
い
う
背
景
が
ま
だ
ま
だ
存
在
す
る 。

こ
う
し
て
十
全
大
会
を
迎
え
た
の
で
あ
っ

た
が 、
こ
の
場
合 、
王
洪
文

は 、

今
日
の
状
勢
と
勢
力
関
係
の
後
雑
な
拾
抗
の
な
か
で 、

毛
沢
東
の

み
が
か
ろ
う
じ
て
認
知
し
如何
る
プ
リ
ン
ス
と
し
て
登
場
し 、

先
に
引
用

し
た
よ
う
な
ト

ゲ
を
含
ん
だ
言
葉
を
用
い
て 、

附
に
周
思
来
批
判
を
合

意
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

。
因
み
に 、

王
洪
文
は

、
党
規
約
改
正
報
告

の
な
か
で
毛
沢
東
個
人
に
か
ん
す
る
表
現
を
削
除
し
た
件

に
つ

い

て

は 、

一

言
も
言
及
し
て
い
な
い
の
で
あ
る 。

王
洪
文
は 、

た
し
か
に
今

日
の
中
国
指
導
部
全
体
の
イ
メ
ー

ジ
・

ア
ッ

プ
に
ふ
さ
わ
し
い
経
歴
と

条
件
を
そ
な
え
て
い
る
の
だ
が 、

以
上
の
よ
う
な
文
脈
か
ら
す
れ
ば 、

張
春
橋
や 、

挑
文
元
が
こ
の
地
位
に
つ
く
こ
と
が
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う

摩
擦
や
札
較
を
避
け
得
る
人
物
と
し
て
こ
そ 、

こ
こ
に
登
喝
し
た
の
で

あ
ろ
う 。

従
っ
て 、

王
洪
文
が
巷
間
伝
え
ら
れ
て
い
る
N
0
・

3
の
地

位
を
実
力
的
に
占
め
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
が 、

以

上
の
仮
説
を
採
用
す
れ
ば 、

後
継
者
と
し
て
明
文
化
さ
れ
た
林
彪
に
な

ぜ
毛
沢
東
暗
殺
を
計
画
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
っ
た
林
彪
呉
変

そ
の
も
の
へ
の
初
歩
的
か
つ
根
本
的
な
疑
問
に
も
答
え
得
る
よ
う
に
思

わ
れ
る 。

中
国
を
観
る
二
つ
の
圧
力

と
も
か
く
十
全
大
会
は 、

多
く
の
ナ
ゾ
に
充
た
さ
れ
た
大
会
で
あ
っ

た 。

に
も
か
か
わ
ら
ず 、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
妥
協
的
・

調
整
的
な
勢
力

、
バ
ラ
ン
ス
を
か
ろ
う
じ
て
支
え
て
い
る
の
は 、

今
日
の
中
国
を
と
ら
え

て
客
観
的
に
存
在
す
る
次
の
二
つ
の
圧
力
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ
れ

る 。

そ
の
一

つ
は 、

い
ず
れ
に
せ
よ
一
つ
の
歴
史
的
な
時
代
を
通
過
し

て 、

や
が
て
来
た
る
べ

き
新
し
い
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
今
日

の
中
国
が

、
日
一

日
と
「
毛
沢
東
以
後」

の
諸
状
況
を
考
慮
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

時
間
的
緊
迫
感
が
も
た
ら
す
暫
定
的
な

凝
集
力
で
あ
り 、

二
つ
は

、
今
日
の
中
国
を
絞
る
国
際
環
岳
の
変
化
が
中

国
に
も
た
ら
し
て
い
る
「
閉
ざ
さ
れ
た
中
国
」
か
ら
「
聞
か
れ
た
中
国
へ
」

の
外
圧
に
た
い
し 、

こ
れ
に
耐
え
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

心
理

的
緊
迫
感
が
も
た
ら
す
暫
定
的
な
凝
集
力
で
あ
ろ
う 。

従
っ
て 、

も
し

も
こ
の
こ
つ
の
正
力
に
耐
え
き
れ
ず 、

暫
定
的
な
凝
集
力
が
鉱
散
し 、

、、

も
し
く
は 、

毛
沢
東
の
死
や
中
ソ
戦
争
の
危
機
に
よ
っ
て
そ
の
凝
集
力

の
支
点
に
大
き
な
変 ．
史
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
き 、

情
勢
は
き
わ
め
て
流

・ ，、
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動
化
す
る
可
能
性
が
あ
ろ
う。
十
全
大
会
で
の
周
恩
来
報
告
は、
あ
る

川
い
は
こ
の
点
を
も
読
み
こ
ん
だ
も
の
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が、
だ

川

が
同
時
に
周
恩
来
自
身
も
今
日、
そ
の
類
な
き
政
治
力
を
新一
杯
発
揮

川

し
っ．つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か、
自
己
を
支
え
き
れ
な
い
不
安
定
な

地
点
に
大
き
な
リ
ス
ク
を
か
け
て
立
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
て
な

ら
な
い。

川

エ
ピ
ロ
ー
グ

と
こ
ろ
で、
文
革
か
ら
九
全
大
会、
林
彪
呉
変
か
ら
十
金
大
会
と、

川

今
日
の
中
国
が
た
ど
っ
た
め
ま
ぐ
る
し
い
政
治
過
程
の
航
跡
を
見
つ
め

川

て
い
る
と、
階
級
闘
争
の
原
理
の
あ
く
な
き
反
復
に
も
か
か
わ
ら
ず、

「
上
部
構
造
の
分
野
に
お
け
る
革
命
を
丞
視
し
よ
う」
と
い
う
イ
デ
オ

川
ロ
ギ
l
変
革
へ
の
不
断
の
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず、
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ

に
階
級
闘
争
の
原
理
の
著
し
い
退
化
と
観
念
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
イ

川

デ
オ
ロ
ギ
ー
そ
の
も
の
の
お
そ
る
べ
き
慾
窓
性
と
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な

川
い
よ
う
な
気
が
す
る。
文
革
以
来
の
「
吐
古
納
新」
〈
古
き
を
吐
き
出

川
し
て、
新
し
き
を
と
り
い
れ
る〉
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
頻
出
に
も
か
か

わ
ら
ず、
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
古
き
中
間
を
し
ば
し
ば
宕
取
せ
ざ
る
を

川

得
ず、
言
葉
と
し
て
の
革
命
と
実
態
と
し
て
の
伝
統
的
中
国
を
感
得
せ

川

ざ
る
を
得
な
い。
今
日
の
「
二
つ
の
路
線
の
闘
争」
の
舞
台
を、
た
と

川

え
ば
村
松
瑛
氏
描
く
と
こ
ろ
の
『
五
代
群
雄
伝』
（
中
央
公
益
社、
一
九

七
二
年〉
の
舞
台
と
比
較
し
た
と
き、
そ
こ
に
多
く
の
類
似
性
を
見
出

川

す
こ
と
の
方
が
容
易
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
い
か
ん
と
も
し
が
た
い

十金大会の筏心と深m，
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の
で
あ
る。
こ
の
点
で
周
思
釆
は、
「
事
は
ま
さ
に
実
を
務
む
べ
し」

と
い
う
処
世
哲
学
に
よ
っ
て、
あ
の
五
代
の
権
力
の
興
亡
激
し
い
時
代

ふうE’

を
生
き
ぬ
い
た
宰
相・
強
道
に
比
肩
す
べ
き
か、
そ
れ
と
も、
そ
う
し

た
処
世
哲
学
の
深
奥
に
さ
ら
に
プ
ラ
ス
さ
れ
た
遠
大
な
戦
略
的
構
想
を

都
め
た
現
代
の
政
治
家
と
し
て
ム
な
し
得
る
の
か、
ま
だ
ま
だ
即
断
は

で
き
な
い。

だ
が、
い
ず
れ
に
せ
よ、
社
会
主
品
同
家
と
し
て
の
中
同
政
治
の
本

質
に
お
い
て、
た
と
え
ば、
全
同
人
民
代
表
大
会
が
す
で
に
九
年
近
く

も
聞
か
れ
ず、
た
と
え
そ
れ
が
開
か
れ
た
と
し
て
も、
そ
こ
に
社
会
主

義
的
民
主
主
義
の
恒
常
的
な
盟
動
と、
そ
の
制
度
的
保
証
が
欠
如
し
て

ゆ
く
の
で
あ
る
か
ぎ
り、
ま
さ
に
周
恩
来
報
告
が
指
摘
す
る
よ
う
に、

「
こ
れ
か
ら
先
も
十
回、
二
十
回、一二
十
副」
と
M
林
彪
異
変M
が
招
来
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う。
こ
う
し
た
中
国
政
治
の
本
質
へ
の
認
識

を
欠
如
し
た
ま
ま、
中
国
政
治
の
正
常
化
と
安
定
を
い
か
に
期
待
し、

「
労・
州民・
兵」
大
衆
に
支
え
ら
れ
た
大
衆
的
革
命
権
力
と
し
て
の
中

間
像
を
い
く
ら
描
い
て
み
た
と
し
て
も、
そ
れ
は
中
国
の
実
像
で
は
な

く、
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
も
ろ
く
も
崩
れ
去
る
虚
像
で
し
か
な
い
の

で
あ
る。
現
に、
当
の
中
聞
に
お
い
て、
わ
ず
か
四
年
数
カ
月
前
の
九

金
大
会
で
は、
そ
こ
に
集
ま
っ
た
俊
鋭
た
ち
が、
「
林
彪
同
志
の
報
告

は、
自
分
た
ち
の
言
お
う
と
す
る
こ
と
を
み
な
概
括
し
て
お
り、
抗
め

ば
読
む
ほ
ど
苔
ぴ
を
覚
え、
読
め
ば
誠
む
ほ
ど
親
し
み
を
感
じ
る」

〈
六
九
年
四
月
十
四
円
付
新
聞
公
報）
と
熱
怖
を
こ
め
て
語
っ
て
い
た
で

は
な
い
か：：：。


